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研究成果の概要（和文）：頭手術時のVEP検査において新規の刺激方法（視神経・視交叉など）や記録部位（視
神経・視交叉・視索など）について検討解析を行った。開頭術においては視神経を直接刺激するdirect optic 
nerve stimulationが有害事象なく安全に施行可能で、後頭葉でのdirect optic nerve evoked potentialを記録
できることが判明した。また、従来の光刺激を用いて視神経自体より記録するoptic nerve action potentialも
波形が従来法より大きく記録できることも確認したが、ONAPの評価方法には課題があることが判明した。

研究成果の概要（英文）：Currently, VEP monitoring is obtained from the light stimulation at eyes to 
occipital electrical recording. In this study, new stimulation and recording methods are evaluated. 
The direct stimulation of the optic nerve is safe and the occipital recording is possible. In 
addition, the optic nerve recording can be done after traditional light stimulation.

研究分野： 脳神経外科

キーワード： 視覚誘発電位

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
脳神経手術において、電気生理学モニタリングは必須の検査となっている。本研究では、視機能をモニタリング
する新規方法について研究を行った。神経直接刺激方法や神経直接記録方法は可能であることが判明したが、実
用には更なる研究が必要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

既存の視覚誘発電位によるモニタリングは、大脳誘発電位であるため振幅が小さいことやノイズの問

題から鋭敏な方法になっていないのが現状である。また、4 分の１盲などは検出困難であり術前視力低

下がある症例ではモニタリング自体が不可能なことも多い。 

より確実な視覚温存手術のためには、従来の視覚誘発電位よりも反応が鋭敏で安定して得られる新

たな視覚モニタリング法が必要である。より確実な視覚温存手術のためには、従来の視覚誘発電位より

も反応が鋭敏で安定して得られる新たな視覚モニタリング法が必要である。 

本研究では、「確実な視機能温存のための、後頭葉でなく視神経・視交叉・視索自体からの新しい電

位測定や網膜刺激でなく視神経などの直接刺激を行うことによる、より鋭敏で有効な術中評価モニタリ

ング法の確立」が目標である。 

 

２．研究の目的 

 

VEP モニタリングにおいて、より鋭敏で簡易的な測定方法が確立できれば、現在よりも普及して多く

の症例がその恩恵にあずかることができる。また後大脳動脈領域の虚血が VEP で検出可能となれば感

覚誘発電位・運動誘発電位・聴性脳幹反応とともに有用な血流低下モニタリングとなる可能性を秘めて

いる。 

本研究では、視覚野でなく頭蓋内視神経・視交叉・視索自体からの電位記録測定、ならびに網膜刺

激に代わる神経自体の電気刺激により視覚野振幅増加をもって鋭敏で有効な術中評価モニタリング法

を確立させることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 

新規記録方法開発 

・神経活動電位測定方法の開発:現在臨床ですでに応用されている蝸牛神経活動電位(cochlear nerve 

action potential: CNAP)の方法を視神経でも応用可能かどうか研究する。CNAP は蝸牛神経の神経機

能である聴力を温存するために行うモニタリングで聴性脳幹反応より鋭敏で迅速である。開頭術におい

て視神経・視交叉・視索が観察できる症例において記録電極を設置する。 

・設置する神経は蝸牛神経より太く電極設置も容易と思われ、後頭葉でなく神経自体より電位測定を行

う。網膜刺激に最も近位である視神経に電極設置を行い同側刺激による電位測定が可能か測定する。 

・測定が可能な場合は、視交叉に電極設置して反対側の光刺激で測定可能か研究する。視神経・視交

叉で測定可能な場合は、より末梢でありモニタリング部位としても最適な視索でも測定可能かを検討す

る。 

・本研究は、信州大学医学部医倫理委員会に申請し承認を得て行った。患者の同意・協力、個人情報



に対する信州大学医学部医倫理委員会内規を参照とする。本研究は、法令上及び倫理上、適正に実

施される。 

 

新規刺激方法開発 

・視神経刺激による安全性確認:当初は動物実験を用いてその安全性を検討予定であったが、先行研

究があったため省略とした。 

・実際の症例で刺激電極設置方法に関する研究を行った。開頭術において、頭蓋内視神経が直視下

に観察できる症例において刺激電極を設置する。既存の光刺激を行い後頭葉での測定を行う。続いて

直接神経刺激により後頭葉での電位測定が可能か検証し、比較検討する。 

 

４．研究成果 

 

頭手術時の VEP 検査において新規の刺激方法（視神経・視交叉など）や記録部位（視神経・視交

叉・視索など）について検討解析を行った。開頭術においては視神経を直接刺激する direct optic 

nerve stimulation が有害事象なく安全に施行可能で、後頭葉での direct optic nerve evoked potential

を記録できることが判明した。また、従来の光刺激を用いて視神経自体より記録する optic nerve action 

potential も波形が従来法より大きく記録できることも確認したが、ONAP の評価方法には課題があること

が判明した。 
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